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企 教育学部附属学園（附属小学校・附属中学校・附属養護学校・附属幼稚園） 合同
運動会開会式で入場行進をする選手団（平成 8 年 5 月28 日 ：附属学校グランド）
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（政 令 ）

O国立学校設置法施 行令の 一部 を 改正す る 政令 ( 1 1 9)

（平 8 . 5. 1 1官報号外 特 第 7 号）

0 日本体育・ 学 校 健康 セ ン タ ー 法 施 行令の 一部 を 改正す

る政令（149) （平 8 . 5 . 17官報 第 1893号）

（省 令 ）

O文部省定 員 規 則の 一 部 を 改正す る省令（文部 1 3) （平

8 .  5 .11官報号外 特 第 7 号）

0 文部省設置法 施 行規 則の 一部 を 改正す る省令（同 1 4)

（向上）

O国 立大 学 の 大学 附置の研究所 の 研 究 部 門に関す る省令

等 の 一 部 を 改正す る省令（同 16) （向上）

0 大学 共 同 利 用 機 関 組 織運営 規 則等 の 一 部 を 改正す る省

令（同 17) （向上）

0国立学校設置法施 行規 則の 一 部 を 改正す る省令（同 18)

（向上）

O国立大 学 の 学 科 及 び課程並 びに講 座 及 び学 科 目 に関 す

る省令の 一部 を 改正す る省令（同 19) （向上）

0 教 育 公務員 特例法施行令第 1 条の 規 定に基づ き 大学 院

に置かれ る 研 究 科 の 長 を 定 め る省令の 一 部 を 改正す る

省令（同 20) （向上）

0 日本体育・学校健康 セ ン タ 一法 施行規 則の 一 部 を 改正

す る省令（同 21) （平 8 . 5 . 1 7官報 1893号）

（規 則 ）

0 人 事院規 則lj 9 - 2 （俸給表 の 適用範囲）の 一 部 を 改正

す る 人 事院規 則（人 事院 9 - 2 -23) （平 8. 5 . 11  

官報号外特 第 7 号）

0 人事院規 則 9 - 6 （俸給の 調 整額）の 一部 を 改正す る

人事院規則（同 9 - 6 - 27) （向上）

0 人事院規 則 9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給等 の 基準）の

一 部 を 改正す る 人 事院規則J （同 9 - 8 29) （向上）

0 人事院規 則 9 - 1 7  （俸給の 特別 調整額）の 一 部 を 改正

す る 人 事院規則（同 9 -1 7- 55) （向上）

0 人事院規 則 9 - 30 （特殊勤務手当 ）の 一部 を 改正す る

人 事院規則（同 9 - 30- 31) （向上）

0 人事院規 則 9 -42 （指定職 俸給表 の 適用 を 受 け る 職 員

の 俸給月額）の 一部 を 改正す る 人事院規則（同 9 -42-

9 ) （向上）

0 人 事院規則lj 9 -55 （特地勤務手 当 等 ）の 一 部 を 改正す

る 人事院規 則ij （同 9 - 55- 37) （向上）

0 人 事院規 則16- 0 （職 員 の 災害 補償）の 一部 を 改正す

る 人事院規 則（同 16- 0 -19) （向上）

0 人事院規 則1 6- 3 （災害 を 受 け た 職 員 の 福祉事 業 ） の

一部 を 改正す る 人 事院規則（同 16- 3 -25) （向上）

0 人事院規 則1 6- 4 （補償及 び福祉事 業 の 実 施） の 一 部

を 改正す る 人事院規則J （同 16- 4 -15) （向上）

（告 示）

O平成 8 年度にお け る 学 芸 員 の 資格認定 を 実 施 す る件

（文部89) （平 8 . 5 .  7 官報 第1 885号）

0 出 入 国管理 及 び難民認定法 第 7 条 第 1 項 第 2号の 基準

を 定め る省令の 留学 及 び就学 の在留資格に係 る 基準 の

規 定に基づ き 日 本語 教 育 施設等 を 定 め る件の 一 部 を 改

正す る件（法務149)（平 8 . 5 .  17官報 第 1893号）
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司副司副

富 山 大 学 学則 の 一 部 改 正

富 山大学に学 内 共同 教育研究施設 と し て ， 富山大 学 生涯学 習 教 育研究セ ン タ ー 及 び 富 山大 学 総 合 情報 処理セ ン

ター が設置された た め ， 所要事項 を 改め る 。

富 山大 学 学 則 の 一部 を 改正す る 学 則 を 次 の と お り 制 定す る 。

平 成 8 年 5月 1 1日

富 山大 学 長 小 黒 千 足

富山大学学則の一部を改正する学則

富 山犬学 学 則 （ 昭和 59年 3月12日全部改正） の 一 部 を

次 の よ う に改正す る 。

第 9 条第 1項中

「水素 同 位体機能研究セ ン タ ー

地域共同 研 究セ ン タ ー j を

「水素 同 位体機能研究セ ン タ ー

地域共同 研 究セ ン タ ー

生涯学 習 教 育研究セン タ ー

総 合情報 処理セ ン タ ー

第 15条第 2項中

「， 水 素 同 位体機能研究セ ン タ ー 及 び地域共同 研 究セ ン

タ ー 」 を

「， 水素同位体機能研究セン タ ー ， 地域共同研究セ ン タ ー ．

生涯学 習 教育研究セ ン タ ー 及 び総合情報処理セ ン タ ー J

に改め る 。

附 則

こ の 学則 は ， 平 成 8 年 5月 1 1日か ら 施行す る 。

J に改め る 。

富 山 大学生涯学習教育研究センタ一規則の制定

富山大学生涯学習教育研究 センタ一規則の制定理由

富山大学 生涯学習教育研究セン タ 一 規則 を 次の と お り 制定す る 。

平 成 8年5月1 1日

富山大学長 小 黒 千 足
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富山大学生涯学習教育研究 センタ一規則

品以．ザー

平 成 8 年 5月 11 日 制 定

（趣 旨）

第 l条 この 規則は ， 富山大学学則第 9 条 第 2 項 の 規 定

に基づ き ， 富 山大 学生涯学 習 教育研究セ ン タ ー （ 以 下

「セ ン タ ー 」 と い う 。 ）に関 し 必要 な 事項 を 定 め る 。

（目 的）
第 2 条 セ ン タ ー は ， 全学 の協力 の も と に， 生涯学 習 に

関 す る 研究 及 び教 育 を 行 う と と も に， 生涯学習に 関 し

地域 と の 交 流 の 推 進 を 図 り ， も っ て富山 大 学 （ 以 下

「 本学」 と い う 。）の 教 育 及 び研 究 並 びに地域社会 の 発

展に資 す る こ と を 目 的 と す る 。

（業 務）

第 3 条 セ ン タ ー は ， 次に掲 げ る 業務 を 行 う 。

(1 )  生涯学 習 に 関 す る 調 査 及 び研 究

(2) 生涯学 習に関 す る 公 開 講座 及 び リ カ レ ン ト 教育 に

関 す る 講座 の 開設

(3) 生涯学 習 指導者の養成 及 び研 修

(4 )  生涯学 習 及 び大 学 開 放に関 す る 情報 の提供及 び 指

導・ 助言 並 びに学 習 相 談

(5) 大 学 開 放 事 業 の 実 施

(6) 生涯学 習に関 す る 連絡及 び調整

(7) そ の 他セ ン タ ー の 目 的 達成に必要 な 事項

（職 員）
第 4 条 セ ン タ ー に， 次に掲 げ る 職 員 を 置く。

(1) セ ン タ 一長

(2) 副セ ン タ ー 長

(3) 専任の 教 員

(4) そ の 他必要 な 職 員

（センタ ー 長）

第 5 条 セ ン タ ー 長 は ， セ ン タ ー の 業 務 を 掌理す る 。

2 セ ン タ ー 長 の任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い 。

3 セ ン タ ー 長 の 選考につ い て は ， 別に定め る 。

（副センター長）

第 6 条 副セ ン タ ー 長 は ， セン タ ー 長 を 補佐 し． セン タ ー

の 業 務 を 整 理 す る 。

2 副セ ン タ 一 長 の 任期 は ， 2 年 と し ， 再任を 妨 げ な い。

3 副セ ン タ ー 長 の 選考につ い て は ， 本学 の 教 授 の う ち

から第 8 条に定め る 運営委員 会 の 議に基づ き ， 学 長 が

1Tつ。

（専任の教員）

第 7 条 専任の 教 員 は ， セ ン タ ー の業務に従事 す る 。

2 専任の 教 員 の 選考につ い て は ， 別に定め る 。

報 第377号

（運営委員会）

第 8 条 セ ン タ ー に ， セ ン タ ー の管理及 び運営に関 す る

重要事項 を 審議 す る た め ， 富 山大 学生涯学 習 教 育 研 究

セ ン タ ー 運営委員 会 （ 以 下 「運 営 委員 会J と い う 。 ）

を 置く。

（運営委員会の審議事項）

第 9 条 運営委員 会 は ， 次 の 各号に掲 げ る 事 項 を 審議 す

る 。

(1) 管理運営 の 基本方針に関 す る こ と 。

(2) 事 業 の 計 画 及 び実施に関 す る こ と 。

(3) セ ン タ ー 長 ， 副セ ン タ 一 長 及 び専 任 の 教 員 の 人 事

に関 す る こ と 。

(4 )  予算概算の 方針に関 す る こ と 。

(5) その他セ ン タ ーに関 し 必要 な 事項

（運営委員会の組織）

第 10条 運営委員 会 は ， 次 の 各号に掲 げ る 委員 を も っ て

組 織す る 。

(1) セ ン タ ー 長

(2) 副セ ン タ ー 長

(3) セ ン タ ー の 専任の教員

(4) 各 学 部から選 出 さ れ た 教 授 各 2 人 （ 教 育 学 部に

あって は 4 人）

(5) 附属 図書館長

(6) 地域共同 研 究セ ン タ ー 長

(7) 総 合情報処理セ ン タ ー 長

(8) 庶務部 長

2 前 項 第 4 号の委員 は ， 学 長 が委嘱す る 。

3 第 1項 第 4 号 の 委員 の任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨

げな い。 た だ し ， 欠員 が生じた 場 合 の後任の委員 の 任

期 は ， 前任者の残任期間 と す る 。

4 第 1 項 第 3号の委員 の う ち教授 を除く専任の教員 は，

前条第 3 号 の 事項 の う ち専任の 教 員 の 人 事に関 す る 事

項 の 審議に は 加 わ ら な い。

5 第 1項 第 8号の委員 は ， 前条第 3 号の 事 項 の審議に

は 加わらな い。

（委員長）

第 1 1条 運営委員 会に委員 長 を 置 き ， セ ン タ ー 長 を も っ

て充て る 。

2 委員 長 は ， 運営委員 会 を 招集 し ， その 議 長 と な る 。

3 委員 長に事故あ る と き は ， あらかじめ 委員 長 が 指 名

す る 委員 が， その 職務 を 代 行 す る 。

（運営委員会の議事）

第 12条 運営委員 会 は ， 構成 員 の 半数以上が 出 席 し な け

れば開 会 で き な い 。 議 事 は 出 席者 の 過 半 数 を も っ て
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決 す る 。 た だ し ， 可否同 数 の と き は ， 議 長 が これ を 決

す る 。

2 前 項 の 規 定にかかわ ら ず ， 第 9 条 第 3号の事項 を 審

議 す る 会 議 は ， 構成 員 の 3 分の 2 以 上が 出 席 し な けれ

ば 開 会 で き な い。 議 事 は， 出 席者の 3分の 2 以上を も っ

て 決す る 。

（意見の聴取）

第 1 3条 運営委員 会 が必要 と 認め た と き は ， 委員 以 外 の

者の 出 席 を 求 め て 意 見 を 聴く こ と がで き る 。

（専門委 員 会 ）

第 14条 運営委員 会に， 専門的事項 を担当 す る た め， 必

要に応じ て 専門委員 会 を 置く。

2 専門委員 会に関 し 必要 な 事項 は ． 運営委員 会 の 議 を

経 て ， セ ン タ ー 長 が別に定 め る 。

（懇話会 ）

第 1 5条 セ ン タ ーに， セ ン タ ー の 事業に関 し ， 学 外 の 有

識者の 意 見 を 求 め る た め ， 懇話会 を 置 く こ と がで き る 。

2 懇話会に関 し 必要 な 事項 は ， 運営委員 会 の 議 を経て ，

報 第377号

セ ン タ ー 長 が別に定 め る 。

（雑 則）

第 16条 こ の 規 則jに定 め る も の の ほか， セ ン タ ー の 運 営

に関 し 必要 な 事 項 は ， 運営委員 会 の 議 を 経 て ， セ ン

タ ー長が定め る 。

（事 務）

第 17条 セ ン タ ー の 事務 は ， 当分の 間 ， 教 育 学 部 の 協力

を 得 て 庶務 部 企 画 室にお い て処理す る 。

附 員I]
1 この 規則は， 平 成 8 年 5月11日か ら 施行す る 。

2 こ の 規 則施行後最初に任命 さ れ る 副セ ン タ ー 長 の 選

考につ い て は ， 第 6 条 第 3 項 の 規定にかかわ ら ず ， 学

長 が行 う 。

3 こ の 規 則施行後最初に任命 さ れ る 第 10条第 l 項 第 4

号に規定す る 委員 の う ち各 1 人 （ 教 育 学 部にあっ て は

2 人 ）の委員 の任期 は ， 第 10条第 3 項 の 規定にかか わ

ら ず平 成 1 1年 3月31 日 ま で と す る 。

富山大学総合情報処理センタ一規則の制定

富山大学総合情報処理 セ ン タ 一規則の制定理由ー…

富 山大学に学 内 共 同 教 育 研 究 施設 と し て ， 富山大学総 合情報処理セ ン タ ー が設置 さ れ た た め ， 所要事項 を 定め る 。

富 山大 学 総 合情報処理セ ン タ 一規則を 次 の と お り 制 定す る 。

平 成 8 年 5月 1 1 日

富山大学総合情報処理 セ ン タ一規則

平 成 8 年 5月11日制 定

（趣 旨 ）

第 1 条 こ の 規 則は ， 富 山大学学則第 9 条 第 2 項 の 規 定

に基づ き ， 富山大学総 合情報処理セ ン タ ー （以 下 「セ

ン タ ー 」 と い う 。 ） に 関 し 必要 な 事項 を 定 め る 。

（目 的）

第 2 条 セ ン タ ー は ， セ ン タ ー の情報処理 シ ステム ， 情

報 通信 シ ステム 等（以 下 「情報 シ ステ ム 」 と い う 。 ）

を 運用 管 理 し ， 富山大学 （ 以 下 「本 学 」 と い う 。 ） に

お け る 研究 ， 教 育 及 びその 他 の 業務 の た め の 共 同 利 用

に供す る こ と に よ り ， 本 学にお け る 情報 処 理 の 円滑か

- 6 一
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つ 効率 的 な 推 進 を 図 る と と も に， 情報 シ ステム の 普 及

活動 を 通じて地域社会 の 発展に資す る こ と を 目 的 と す

る 。

（業 務）

第 3 条 セ ン タ ー は ， 次に掲げ る 業務 を 行 う 。

(1) 情報 シ ステム の運用 管 理に関 す る こ と 。

(2) 研 究 ， 教 育 及 びその他の業務の た め の情報処理サー

ピスに関 す る こ と 。

(3) デー タ ー ベー ス の 整備 活 用 及 び学術情報 の 提供に

関 す る こ と

は） 学 内 外 の情報 通信サービスに関 す る こ と 。

(5) 情報 シ ステム の研究 開 発に関 す る こ と 。
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(6) 情報処理 教 育 の支援 に 関 す る こ と 。

(7) 情報 シ ステム の 利 用 に ついて の技術指導 に 関 す る

こ と 。

(8) そ の 他セ ン タ ー の 目 的達成 に 必要 な 事 項

（職 員）

第 4 条 セ ン タ ー に ， 次 の 職 員 を 置 く 。

( 1 )  セ ン タ ー 長

(2) 副セ ン タ 一長

(3) 専任の 教 員

(4) そ の 他必要 な 職 員

（セ ン タ ー長）

第 5 条 セ ン タ ー 長 は ， セ ン タ ー の 業務 を 掌理す る 。

2 セ ン タ ー 長 の任期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ な い 。

3 セ ン タ ー 長 の 選考に つ いて は ， 別 に 定 め る 。

（副セ ン ター長）

第 6 条 副セ ン タ ー 長 は ， セン タ ー長 を 補佐 し ， セン タ ー

の 業 務 を 整理す る 。

2 高ljセ ン タ 一 長 の 任期 は ， 2 年 と し ， 再任を 妨 げない。

3 副セ ン タ ー 長 の 選考 に つ いて は ， 本 学 の 教 授 の う ち

か ら 第 8 条 に 定め る 運営委員 会 の 議 に 基づ き ， 学 長 が

行 う 。

（専任の教員）

第 7 条 専任の 教員 は セ ン タ ー の 業務 に 従事 す る 。

2 教 員 の 選 考 に つ い て は ． 別 に 定 め る 。

（運営委員会）

第 8 条 セ ン タ ー に ， セ ン タ ー の管理運営 に 関 す る 重 要

事 項 を 審議 す る た め ， 富 山大学総合情報処理セ ン タ ー

運営委員 会 （ 以下 「運営委員 会」 と い う 。 ） を 置 く 。

（運営委員会の審議事項）

第9条 運営委員 会 は ， 次 の各 号 に 掲 げ る 事項 を 審 議 す

る 。

(1) 管理運営 の 基本 方針 に 関 す る こ と 。

(2) 事 業 の 計 画 及 び実 施 に 関 す る こ と 。

(3) セ ン タ 一 長 ， 副セ ン タ ー 長 及 び専任の教員 の 人 事

に 関 す る こ と 。

(4) 予算概算の 方針 に 関 す る こ と 。

(5) そ の 他セ ン タ ー に 関 し 必要 な 事項

（運営委員会の組織）

第 10条 運営委員 会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 委員 を も っ て

組 織す る 。

(1 )  セ ン タ ー 長

(2) 副セ ン タ ー 長

(3) 専任の 教 員 （ 助 教授又は 常 勤 講師）

(4) 各 学 部か ら 選 出 さ れ た 教授 各 2 人

報 第377号

(5) 附属図書館長

(6） 経理部長

2 前 項 第 4 号の 委員は， 当 該 学 部 長 の推薦 に 基づ き ，

学 長 が命ず る 。

3 第 1 項 第 4号の委員 の任期 は 2 年 と し ， 再任 を 妨 げ

な い。 た だ し ， 欠員 が生じた 場 合 の 後任の委員 の 任 期

は ， 前任者の 残任期 間 と す る 。

4 第 1 項 第 3 号の委員 は ． 前条第 3号 の 事 項 の う ち専

任 の 教 員 の 人 事 に 関 す る 事項 の 審議 に は 加 わ ら な い 。

5 第 1 項 第 6 号 の 委員 は 前条第 3号の 事 項 の 審 議 に

は 加 わ ら な い。

（委員長）

第1 1条 運営委員 会 に ， 委員 長 を 置 き ， セン タ ー 長 を も っ

て 充 て る 。

2 委員 長 は ， 運営委員 会 を 招 集 し ． その 議 長 と な る 。

3 委員 長 に 事故あ る と き は 委員 長 があ ら かじめ 指名

す る 委員 が， そ の 職務 を 代行 す る 。

（運営委員会の議事）

第 1 2条 運営委員 会 は ， 構成 員 の 半 数以上が出 席 し な け

れば開 会で き な い。 議事 は ， 出 席者の過半 数 を も っ て

決す る 。 た だ し ， 可否同数 の と き は ， 議 長 がこ れ を 決

す る 。

2 前 項 の 規 定 に かかわ ら ず， 第 9 条 第 3号の事項 を 審

議 す る 会 議 は ． 構成 員 の 3 分の 2 以上が 出 席 し な け れ

ば 開 会で き な い 。 議事は 出席者の3 分の 2 以上を も っ

て 決す る 。

（意見の聴取）

第13条 運営委員 会 が必要 と 認め た と き は ， 委員 以 外 の

者の 出 席 を 求 め て 意見 を 聴 く こ と がで き る 。

（専門委員会）

第 14条 運営委員 会 に 専門的事項 を 担 当 す る た め ， 必要

に 応じ て 専 門委員 会 を 置 く こ と がで き る 。

2 専 門委員 会 に 関 し必要 な 事項 は ， 運営委員 会 の 議 を

経 て ， セ ン タ ー 長 が別 に 定 め る 。

（セ ン タ ーの利用）

第 15条 セ ン タ ー の 利 用 に 関 し 必要 な 事 項 は ， 運営委員

会 の 議 を 経 て ， セ ン タ ー 長 が別 に 定 め る 。

（雑 則）

第 16条 この規則 に 定 め る も の のほか， セ ン タ ー の 運 営

に 関 し 必要 な 事 項 は ， 運営委員 会 の 議 を 経 て ． セン タ ー

長 が別 に 定 め る 。

（事 務）

第17条 セ ン タ ー の 事務 は ， 経理部経理課 に お い て 処 理

す る 。

- 7 -
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附 則

品同ザー

1 この 規則は， 平成 8 年 5月11 日 か ら 施行 す る 。

2 この 規則施行後最初 に任命 さ れ る 第10条第l項 第 4

号に規定す る 委員 の う ち各 1 人 の任期 は ， 第10条 第 3

項 の 規定にかか わ ら ず平成11年3月31 日 ま で と す る 。

幸E 第377号

富山大学教員（教授・助教授・講師）選考基準の一部改正

富山大学教員（教捜・助教捜・講師 ） 選考基準の改正理由一一一一一一

富山大学に学 内 共 同教育研究施設 と し て ， 富山大学生涯学 習 教育研究セ ン タ ー 及 び 富 山大 学 総合情報処 理セ ン

タ ー が設置 さ れ た た め ， 所 要 事項 を 改め る 。

富山大 学教 員 （ 教授・ 助 教授・ 講師） 選考基準の 一部 を 改正す る 基準 を 次 の と お り制 定 す る 。

平成 8 年 5月11 日

富山大学教員（教授・助教授・講師 ）

選考基準の一部を改正する基準

富 山大 学 教 員 （ 教授・ 助 教授・ 講師）選考基準（ 昭和

29年 5月28 日 制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に改正す る 。

第l条 中 「， 地域共 同研究セ ン タ ー 」 の 下に「， 生涯

富 山大 学 長 小 黒 千 足

学 習 教 育 研 究セ ン タ ー ， 総合情報処理セ ン タ ー 」 を ，

「， 富山大学地域 共 同研 究セ ン タ 一 規 則」 の 下に 「 ， 富

山大学 生涯学 習 教育研究セ ン タ 一 規則， 富 山大 学 総合情

報処理セ ン タ 一規則j を 加 え る 。

附 則

こ の 基準は ， 平成 8 年 5月11 日 か ら 施行 す る 。

富山大学生涯学習教育研究センターのセンター長及び教員選考規則の制定

富山大学生涯学習教青研究 セ ン ターのセ ン ター長及び教員選考規則の制定理由…一一ーー…ー...・e・－－一一一…ー…一一一一…ー
；

富山大 学に学 内 共 同教育研究施設 と し て ， 富山大学生涯学 習 教 育研究セ ン タ ー が設置 さ れ た た め． 所 要 事 項 を 定

め る 。

富 山大 学 生涯学習 教育 研 究セ ン タ ー のセ ン タ ー 長 及 び教員 選考規則 を 次 の と お り制 定 す る 。

平成 8 年 5月11 日

富 山大 学 長 小 黒 千 足

- 8ー
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富山大学生涯学習教育研究 セ ン ターの

セ ン タ ー長及び教員選考規則

A斗.＜，
千

平成 8 年 5月11 日 制 定

（趣 旨 ）

第 l条 こ の 規 則 は ， 富山大学生涯学習教育研究セン タ ー

規則第 5 条 第 3 J頁及 び 第 7 条第 2 項 の 規定に基づ き ，

富 山大 学 生涯学 習 教育研究セ ン タ ー のセ ン タ 一 長 及 び

教 員 の 選考に 関 し必要 な 事 項 を 定 め る 。

（セ ン タ ー長の選考）

第 2 条 セ ン タ 一長 の 選 考 は ， 富山大 学 生涯学 習 教 育 研

究セ ン タ ー 運営委員 会 （ 以下「運営委員 会 J と い う 。 ）

の 推薦に基づ き ， 学 長 が行 う 。

2 運営委員 会 は． 前 項 の 推薦に当 たって ， 本 学 教 授 及

び教授予定者の う ちか ら 選 定す る も の と す る 。

（セ ン タ 一長の選考時期）

第 3 条 セ ン タ ー 長 の 選考は ， 次 の 各号のーに該 当 す る

場 合に行 う 。

(1 )  セ ン タ ー 長 の任期 が満了す る と き 。

(2) セ ン タ ー 長 が辞任 を 申し出 た と き 。

(3) セ ン タ ー 長 が欠員に な った と き 。

2 前 項 第 1号に該 当 す る 場 合 の 選考は ， 任期 満了の3 0

日 前 ま でに， 同 項 第 2号又は 第 3号に該当 す る 場合 は ，

速 やかに こ れ を 行 わ な け れば な ら な い。

（教員の選考）

第 4 条 教 員 の 選考 は ， 運営委員 会 の 議 を 経 て ， 学 長 が

行 う 。

幸日 第377号

（選考委員会 ）

第 5 条 運営委員 会 は ， 教 員 候補者 を 選考す る 場 合 ， 選

考委員 会 を 設け る 。

2 選考委員 会 の 委員 は ， セ ン タ ー 長 及 び運営委員 会 が

選 出 した 教授（ 原 則 と して 4 人 ） を も って 構成 す る 。

3 選考委員 会 は ， 富山大学教員 資格基準に よ り教 員 候

補 者 を 審査選定し． 運営委員 会に報告す る 。

（教員候補者の内申）

第 6 条 運営委員 会 は ， 前条第 3 項 の 教 員 候補 者に つ い

て可否を 決定す る 。

2 前 項 の 決 定に 当 たって は ， 構成 員 の 3 分の 2 以上出

席 す る 会 議にお い て ， その 3 分の 2 以上の 同 意 を 要 す

る も の と す る 。

3 セ ン タ 一 長 は， 運営委員 会にお い て 決定した 教 員 候

補者を 学 長に内申す る 。

附 則

1 この規則は ， 平成 8年 5月11 日 か ら 施行 す る 。

2 この規則の施行目前に富山大 学生涯学 習 教育研究セ

ン タ ー 設置準備委員 会要項に基づいて 行 わ れ たセン タ ー

長 及 び教 員 の 選考について は この 規則に基づい て 行

わ れ た も の と み な す。

富山大学総合情報処理センターのセンター長及び教員選考規則の制定

ー 富山大学総合情報処理 セ ン ターのセ ン ター長友ぴ教員選考規則の制定理由一一一一一一一……φ………・・

富 山大学に学 内 共 同教育研究施設 と して ， 富山大学 総合情報処理セ ン タ ー が設置 さ れ た た め ， 所要事項 を 定め る 。

富 山大 学 総 合 情報処理セ ン タ ー のセ ン タ ー 長 及 び教 員 選考規則 を 次 の と おり制定す る 。

平成 8 年 5月11 日

富山大学総合情報処理 セ ン ターのセ ン タ 一長

及び教員選考規則

平成 8 年 5月11 日 制 定

富山大 学 長 小 黒 千 足

（趣 旨 ）

第 1 条 こ の 規則 は ， 富山大学総合情報処理セ ン タ 一規

則第 5 条 第 3 項 及 び第 7 条 第 2 項 の 規 定に基づ き ， 富

山大学総合情報処理セ ン タ ー のセ ン タ ー 長 及 び教 員 の
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選 考 に 関し． 必要 な 事項 を 定 め る 。

（セ ン タ ー長の選考）

品以．ザー

第 2 条 セ ン タ ー 長 の 選 考 は ， 富山大学総合情報処理セ

ン タ ー 運営委員 会 （ 以下 「運営委員 会 」 と い う 。 ） の

推薦 に 基づ き 学 長 が行 う 。

2 運営委員 会 は ， 前 項の推薦 に 当 た って本学 の 教 授 及

び教授予定者の う ちか ら 選 定す る も の と す る 。

（セ ン ター長の選考時期）

第 3 条 セ ン タ ー 長 の 選考 は ， 次 の 各 号のー に 該 当 す る

場 合 に 行 う 。

(1) セン タ ー 長 の 任期 が満了す る と き 。

(2) セ ン タ 一 長 が辞任 を 申し出 た と き 。

(3) セ ン タ 一長 が欠員 に な った と き 。

2 前 項 第 1 号 に 該 当 す る 場 合 の 選考 は 任期 満了の3 0 日

前 ま で に ， 同項 第 2 号又は 第 3 号 に 該 当 す る 場 合 は 速

や か に ， これ を 行 わ な け れば な ら な い。

（教員の選考）

第 4 条 教 員 の 選考 は ． 運営委員 会 の 議 を 経 て ． 学 長 が

行 う 。

（選考委員会）

第 5 条 運営委員 会 は， 教 員 候補者 を 選考す る 場 合， 選

報 第377号

考委員 会 を 設け る 。

2 選考委員 会 の 委員 は， セ ン タ ー 長 及 び運営委員 会 が

選 出した教授（ 原則 と して 4 人 ） を も って 構成 す る 。

3 選考委員 会 は ， 富山大 学 教 員 資格基準に よ り教 員 候

補 者 を 審査選定し， 運営委員 会 に 報告す る 。

（教員候補者の内申）

第 6 条 運営委員 会 は ， 前条第 3 項 の 教 員候補者に つ い

て可否 を 決 定す る 。

2 前 項 の 決定 に 当 たって は， 構成 員 の 3 分の 2 以 上 出

席 す る 会議 に おい て ， そ の 3 分の 2 以上の 同 意 を 要 す

る も の と す る 。

3 セ ン タ ー 長 は， 運営委員 会 に おいて 決定した 教 員 候

補 者 を 学 長 に 内申す る 。

附 則

1 この規則は， 平 成 8年5 月 1 1 日 か ら 施行 す る 。

2 この規則の施行 日 前 に ， 富山大学情報処理セ ン タ 一

規則第 4 条 第 2 項 に 定 め る 運営委員 会 の 議 に 基づ き 選

出 さ れ た セ ン タ ー 長 は ． こ の 規則 に 基づ き 選考 さ れ た

も の と み な す 。

富山大学自己点検評価規則の一部改正

一 富山大学自己点検評価規則の改正理由

富山大学 に 学 内 共 同教 育 研 究 施設 と して ， 富山大 学 生涯学 習 教育研究セ ン タ ー 及 び 富 山大 学 総 合 情報処 理セ ン

タ ー が設置 さ れ た た め ， 所 要 事 項 を 改め る 。

富山大学自己点検 評 価 規則の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り制 定す る 。

平 成 8年 5 月 1 1 日

富山大学自己点検評価規則の一部を改正する規則

富山大 学 自己点検 評 価 規則（ 平 成 4 年9 月 1 1 日 制 定 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。

第 3 条中 第 14号 を 第 15号 と し， 第 1 0号か ら 第 13号 ま で

を l号ずつ 繰り下 げ， 第 8 号 を 第 10号 と し， 第9号 を 削

り， 第 7号 の 次 に 次 の 2 号 を 加 え る 。

(8) 生涯学 習 教 育 研 究セ ン タ 一 長

一1 0 -

富 山大 学 長 小 黒 千 足

(9) 総合情報処理セ ン タ ー 長

第 7条 中 第 10号 を 第 1 1号 と し 第 7号か ら 第9号 ま で

を l号ずつ 繰り下 げ， 第 5 号 を 第 7号 と し， 第 6 号 を 削

り， 第 4 号の 次 に 次 の 2 号 を 加 え る 。

(5) 生涯学 習 教育研究セ ン タ ー

(6) 総合情報処理セ ン タ ー

附 則

この規則は， 平 成 8 年 5 月 1 1 日 か ら 施 行 す る 。
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富山大学施設整備委員会規則の一部改正

ー富山大学施設整備委員会規則の改正理由…

タ ー が設置 さ れ た た め， 所 要 事項 を 改め る 。

富山大学に学 内 共 同教育研究施設 と し て ， 富山大学生涯学習 教育研究セ ン タ ー 及 び 富 山 大 学 総合情報処理セ ン

富 山 大 学 施設整備委員 会 規則の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と おり制 定す る 。

平成 8 年 5月 1 1 日

富山大学施設整備委員会規則の一部を改正する規則

富 山大 学 施 設整備委員 会 規則（ 昭和 45年 2月16 日 制定）

の 一部 を 次 の よ う に改正す る 。

第 3 条第 1 J頁中 第 1 1号 を 第 13号 と し ， 第 7 号か ら 第 1 0

号 ま で を 2 号ずつ 繰り下 げ 第 6 号の 次に次 の 2 号 を 加

え る 。

富山大学長 小 黒 千 足

(7) 生涯学 習 教 育 研 究セ ン タ ー長

(8) 総合情報処理セ ン タ ー 長

附 則

1 この規則は ， 平成 8 年 5月 1 1 日 か ら 施行す る 。

2 この 規則施行 の 際 ， 現に第 3 条 第l 項 第 3 号 の 委員

であ る 者の 任期 は ， 第 4 条 の 規 定にかか わ ら ず， 平 成

10年 3月31 日 ま で と す る 。

富山大学学長選考規則の一部改正

富山大学学長選考規則の改正理由

タ ー が設置 さ れ た た め， 所 要 事項 を 改め る 。

富 山 大 学に学 内 共 同教育研究施設 と し て ． 富山大学生涯学 習 教 育研究セ ン タ ー 及 び富 山大 学 総合情報処 理セ ン

富 山大 学 学 長選考規則の一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り制定す る 。

平成 8 年 5月 1 1 日

富山大学学長選考規則の一部を改正する規則

富 山大 学 学 長 選 考規則（ 昭和62年 6月26 日 制 定 ） の 一

部 を 次 の よ う に改正す る 。

第 1 1条 中 「 ， 地域 共 同研究セ ン タ －Jの下に 「 ， 生涯

学 習 教 育 研 究セ ン タ ー ． 総合情報処理セ ン タ ー 」 を 加 え

富山大 学 長 小 黒 千 足

る 。

附 則

この 規則 は ， 平成 8 年 5月 1 1 日 か ら 施行す る 。

- 1 1 -
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富山大学開学50周年記念事業委員会規則の制定

宮山大学問学50周年記念事業委員会規則の制定理由－…ーー

富山大学 に ， 開 学50周年にあたり， 記念事業 実 施 の た め に 設置 す る 富山大学関 学50周 年 記念事業委員 会 に ついて ，

所 要 事 項 を 定め る 。

富 山大学関 学50周年 記念事業委員 会 規則 を 次 の と お り制 定す る 。

平成 8年 5月17 日

富山大学開学50周年記念事業委員会規則

平成 8 年 5月 17 日 制 定

（設 置）

第 l条 富山大 学 に ， 開 学50周年を 記念す る 事業 （ 以 下

「 記念事業j と い う 。 ） を 円滑 に 実 施す る た め ， 富 山大

学 開 学50周 年 記念事 業 委員 会（ 以 下 「委員 会」 と い う 。 ）

を 置 く 。

（任 務）

第 2 条 委員 会 の任務 は 次 の 各 号 に掲げる も の と す る 。

(1) 記念事 業 の 企 画・ 立案 に 関 す る こ と 。

(2) 記念事 業 に 係 る 予算 に 関 す る こ と 。

(3) 記念事業 の 実施 に 関 す る こ と 。

(4) そ の 他 記念事業 に 関 し 必要 な 事項

（組 織）

第 3 条 委員 会 は ， 次 の 各号に 掲 げ る 委員 を も って 組 織

す る 。

(1) 学 長

(2) 各 学部 長

(3) 各 学 部か ら 選 出 さ れ た 教授又は 助教授 各 2 人

(4) 附属図書館長

(5) 学 生 部 長

(6) 事務局長

(7) 第 7条 に 規定す る 専 門委員 会委員 長

(8) そ の 他委員 会 が必要 と 認め た 者

2 前 項 第 3 号及 び第 8 号の 委員 は ， 学 長 が委嘱す る 。

3 第 l 項 第 3 号の委員 の任期 は ． 平成 12年3月3 1 日 ま

で と す る 。

（委員長）

第 4 条 委員 会 に委員 長 を 置 き ， 学 長 を も って 充 て る 。

2 委員 長 は ， 委員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。

富 山大 学 長 小 黒 千 足

3 委員 長 に 事故あ る と き は ， あ ら かじ め 委員 長 が 指名

す る 委員 が， その 職務 を 代行す る 。

（議 事）

第 5 条 委員 会 は ， 構成 員 の 過 半 数 が出 席 し な け れば 開

会 で き な い 。 議事 は ， 出 席者 の 過 半 数 を も って 決す る 。

た だ し ， 可否同 数 の と き は ， 議 長 がこれ を 決す る 。

（意見の聴取）

第 6 条 委員 会 が必要 と 認め た と き は ， 委員 以 外 の 者 の

出 席 を 求 め て ， 意 見 を 聴 く こ と がで き る 。

（専門委員会）

第 7条 委員 会 に ， 記念事 業 を 推進す る た め ， 必要 に 応

じ て 専 門委員 会 を 置 く 。

2 専 門委員 会 に 関 し 必要 な 事項 は ， 別 に 定 め る 。

（車宇 事）

第 8 条 委員 会 に 幹事 を 置 き ． 庶務部 長 ， 経 理 部 長 ， 施

設課長 ， 学 生 部次 長 及 び 附属図書館事務部 長 を も っ て

充 て る 。

（雑 則）

第9条 こ の 規則 に 定 め る も の のほか， 委員 会 の運 営 に

関 し 必要 な 事 項 は ， 委員 会 が定 め る 。

（庶 務）

第 10条 委員 会 の 庶務 は ， 庶務部庶務課 に お い て 処 理 す

る 。

F付 則

この 規則は ． 平成 8 年 5月 17 日 か ら 施行す る 。

- 1 2 -
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ミl � � 
第2回学生生活協議会（ 5月1 4 日 ）

（審議事項 ）

(1 )  第 4 1 回 大 学祭 に つ いて

(2) 日 本育英会奨学生 選考内 規 の 取り扱い に つ いて

(3) 平成 5 年度 自己点検評価報告書 に お け る 「改善 を

必要 と す る 重 点項 目 Jの 検討 に つ い て

(4) そ の 他

第1団施設整備委員会（ 5月15 日 ）

（審議事項 ）

(1 )  平成9年度 国 立学校施設整備費概算要 求 に ついて

(2) その他

第1国学寮委員会（ 5月16 日 ）

（審議事項 ）

( 1) 寮生 と の 話 し 合い に つ い て

(2) そ の 他

第2回附属図書館商議会（ 5月16 日 ）

（審議事項 ）

(1) 大型コレ ク シ ョ ン 等 の 要求 に つい て

(2) 附属図書館改修工事 に 伴 う 開館 日 程 の 変 更 に つ い

て

第2回部局長懇談会（ 5月17 日 ）

（議 題 ）

(1 )  当 面 の 諸問題に ついて

(2) その他

第2回評議会（ 5月17 日 ）

（審議事項 ）

(1) 富 山大 学 開 学50周 年 記念事業委員 会 規則の 制 定 に

つ い て

(2) 平成9年度歳出 概算要求（案 ） に つい て

(3) そ の 他

第2目指業料等減免選考委員会（ 5月 1 7 日 ）

（議 題 ）

(1) 平成 8年度前期分授業料免除者の 選考 に つ いて

(2) そ の 他

第1回総合情報処理 センター運営委員会（ 5月20 日 ）

（議 題 ）

( 1) 総合情報処理セ ン タ 一利 用 の 暫定措置 に つい て

① 総合情報処理セ ン タ 一利 用 暫定要項

② キャ ン パス情報 ネ ット ワ ー ク 利 用 暫定 要 項

(2) A T  M ネ ット ワ ー ク・ シ ステム の 公 開 行 事 に つ い

て

① AT M ネ ッ ト ワ ー ク ・ シ ステム 公 開デモ

② 「イ ン タ ー ネ ットE x p o ’96 と 大学 の 役割」

に つい て の 講演会 開 催

(3) 副セ ン タ ー 長 の推薦 に ついて

(4) 教員 の 選考委員 会 の設置等 に つ いて

(5) 各種委員 会委員 の 選 出 と 承認に つ い て

① 総合情報処理セ ン タ ー 情報 シ ステム 仕様 策 定 委

員 会委員

② 総合情報処理セ ン タ ー 情報 シ ステム 技 術審査 職

員

③ 規則作成小委員 会委員

(6) そ の 他

第2回事務協議会（ 5月21 日 ）

（議 題 ）

当 面 の 諸課題に ついて

第1回入学試験委員会（ 5月21 日 ）

（審議事項 ）

(1)  入学試験実施委員 会問題作 成 専 門委員 会 主任委員

に つ い て

(2) 平成9年度入学者選抜実施教科・科 目 等（案 ） に

ついて

(3) 平成9年度 理 学 部 3 年次編入学学生募集要項（案）

に つい て

(4) 平成 8 年度入試等 に 関 す る 情報提供 に つ い て

第1回入学試験実施委員会（ 5月24 日 ）

（審議事項 ）

(1) 問題作 成 専 門委員 会委員 に ついて

(2) 健康診断専 門委員 会委員 に ついて

(3) 電 子計算機処理専門委員 会委員 に つい て

- 13ー
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第1回数養教育委員会（ 5月30 日 ）

（審議事項）

品品，，
+ 報 第377号

第1回生涯学習教育研究セ ン ター運営委員会（ 5月30 日 ）

（議 題）

(1) 平成 8 年度 教養教 育 経費の 要 求 に ついて

(2) そ の 他

(1) 専 門委員 会 の 設置 に ついて

(2) 助 教 授 人 事 に つ いて

(3) その他

ゅー）�司
異動区 分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 何台晶士・

採 用 8. 4. 1 5 中本 敏 和 事務補佐員（附属図書館情報サーピス謀）

。 岩 城 時代美 ，， ，， 

，， 深 谷 ，， ，， 

，， 大 岸 里 美 ，， ，， 

，， 西 村 憲 一 ,,. ，診

，， 近 藤 俊 彦 ,,. 今

，， 加 藤 幸 子 今 （ 工学 部 ）

，， 池 田 岡リ 技 術 補佐 員 （ 経 理 部 主計課）

，， 村 田 健 吾 。 イシ

，， 小 関 JC 11 。

，， 野 村 利 里 。 1, 

，， 土 田 祐 知 砂 ペシ

7 . 5. 1 竹 井 公 子 臨時用務員 （ 教 育 学 部作 業 員 ）

。 福 島 春 代 ,, ル

8 .  5. 16 林 誠 教務職 員 工 学 部 （ 物 質 工 学 科 ）

配 置 換 8 .  5. 11 大 石 昂 教 授 教 育 学 部 教 授 生涯学 習 教 育 研 究セン タ ー

，， 豊 本 勉 技術職員 工 学 部 技術 職 員 総合情報処理セ ン タ ー

式〉 坂 本 江 見 ，， 経 理 部 主計課 。 ，， 

今 JI I 原 智 徳 ，， ，， ，， ，， 

兵〉 西 野 英 子 事務補 佐 員 （ 経理部主計課 ） 事務補佐員 （ 総 合情報処理セ ン タ ー ）

，， 池 田 岡lj 。 ，》 ，， ，， 

民〉 キナ 田 健 吾 。 1, ，， ，， 

，， 小 関 JC 。 ，， ，， ゑ〉

，， 野 村 利 里 ,, ，， ，， ，， 

，， 土 田 祐 知 砂 ，， ，， ，， 

併 任 8 .  5. 11 米 田 政 明 教 授 工学 部 生涯学習教育研究センター長（～10.5.10)

，， 桂 木 健 次 教 授 経 済 学 部 総合情報処理センター長（～10.5.10)

退 職 8 .  5 .  18 小 森 順 子 教 育 学 部庶務係（臨時 的任用 ） 平成 8年 5月17 日 限り任期満了退職

職務命令 8 .  5 .  11 高 井 正 三 助 手 工 学 部
情報処理セ ン タ ー 勤務 を 免ず る

総合情報処理セ ン タ ー勤務を命ず る

，， 豊 本 勉 技術職員 工 学 部 技術 部 第 三 技術班員 を 免ず る

，， 豊 本 勉 ，， 総 合情報処理セ ン タ ー 技術 部 第 一 技術班員 を 命ず る
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昌司副書』

生涯学習教育研究センター及び総合情報処理センターが設置される

こ の た び， 平 成 8 年 度予算及び 関 係法令の成立に伴い ，

5月1 1日付 け で本学 に 学 内 共 同 教育 研 究 施設 と し て 生涯

学 習 教 育 研 究セ ン ター 及び総 合情報処理セ ン ター が設置

さ れ ま した 。

こ れ に 伴 い 看板の 上掲が， 生涯学 習 教育研究セ ン ター

生涯学習教育研究 セ ン ター ｜ 
同セ ン ター は ， 生涯学習 に 関 す る 調 査・研究 を 行 う と

と も に ， 公 開 講 座 及びリカレ ン ト 教育 に 関 す る 講座 の 実

施 な ど 学 習 機会の提供， 生涯学 習 に 関 す る 情報 の 収 集 ・

提供， 学 習 相 談 な ど を 行い ， 地域 と の 交 流 を 図 り ， 地域

に 開 か れ た 大 学 の 窓口 と な り ま す 。

スタッフ は ， 米 田 セ ン ター 長 （併任）． 大 石副センター

長 （セ ン ター 教授 ）で構成 さ れ 人 文 ・ 社会系 共通教 育

棟 に 設置 さ れ ま し た 。

0生涯学習教育研究セ ン ター長に米国工学部教援が就任

セ ン ター 長 に就任 し た 米 田 教授 は ， 昭和 42 年 3月東

北大学 工 学 部通信工学 科 卒 業 ， 昭和 44年 3月東北大 学

大 学院工学研究科修士課程修了， 昭和 47年11月東北大

学大学院工 学 研究科博士課程 を 修了， 昭和 47年 4月富

山大学 工 学 部 講師 に 採用 さ れ， 昭和 48年 3月工 学 部 助

教授， 昭和63年 5月工学 部 教授 と な り ． 現在 に 至って

い ま す 。 な お ， 平 成 6 年 4月から生涯学 習 教 育 研 究セ

ン ター 準備委員 会委員 長 ， 平 成 7 年12月から生涯学 習

教 育研 究セ ン ター 設置準備委員 会委員 長 を 務められ ま

し た 。

が去る 5月2 1日 （火）に 総 合情報処理セ ン ター が 5月

20日 （月）に 学 長 と 各セ ン ター 長 に よ って ， 菊地事務局

長ほか 関 係者が見守 る な か 行わ れ ， 今後の 発展 を 願 い ま

し た 。

任期 は ， 平 成 8 年 5月 1 1日から 2 年間

専門は ， 情報工 学

富山県 出 身

（就任の抱負）

本 学 に 生涯学習 教 育 研 究セ ン ター が設置 さ れ， 図らず

も セ ン ター 長 を 兼務す る こ と に な り ま し た 。 文部省 に お

い て 生涯学習局が筆頭局 と な り ， 高等教 育 を 含むすべて

の 教 育 が生涯学 習 の 切 り 口から捉 え られ る よ う に な っ て

きて い ま す 。 本 学 も こ れ ま で 公 開 講座 や夢大学 な ど を 通

じて地域 と 交流 し ， ま た ， 地域 に 貢献 し て き ま し た が ，

本セ ン ター の 設置 に よ り ， そ の 窓口が整った こ と に な り

ま す 。

地方 に 位置す る 国 立大学 と し て地域 と の 交 流． 地域へ

の 貢献 は 重 要 で ， 責任の 重 さ を 痛感 し て い ま す 。 富 山大

学 な らで は の 特色あ る 事業 を 行って いきた い と 考 え て い

ま す が， その すべて が全学 の サポー ト に よ って の み可能

と な り ま す 。 皆様 に は ， 本セ ン ター 設置の趣旨 を 御理解

い た だき， 最大限 の 御支援 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上

げ ま す 。

～。～。～。～。～。～。～。～。～。～。～o～。～。～o～。～。～。～。～ o ～。～。～。～。～

総合情報処理 セ ン タ ー ｜ 
同 セ ン ター は ， 学 内 共 同 利用施設 と し て の情報処理セ

ン ターが， こ の た び学 内 共 同 教育 研 究 施設 と し て 設置 さ

れ ， 情報処理 シ ステム ， 情報通信システム 等 を 管理し，

富 山大 学 に お け る 研 究教 育 及びその 他 の 業務 の 共 同 利 用

に供す る こ と に よ り ， 情報処理の円滑で効率的 な 推進 を

図 り ， 情報 シ ステ ム の普及活動 を 通じて地域社会 の 発 展

に 資 す る こ と と し て い ま す 。

現在の スタッフ は ， 桂木セ ン ター 長 （ 併任 ） ， 高井助

手 （ 工学 部所属）， 技官 3人で構成 さ れ て い ま す 。
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O総合情報処理 セ ン タ ー長に接木経済学部教綬が就任

センター 長 に就任 し た 桂木教授 は ， 昭和38年 3月九

州大 学法学部 を 卒業 ， 昭和 45年 3月九州大学大 学院経

済 学研究科 修士課程 を 修了後， 九州大学助 手 を 経て ，

昭和 52 年 12月富 山 大学教養部助 教授 ， 昭和 57年 4月 富

山大学教養部教授 に ， 平 成 5 年 4月富山大学経済 学 部

教授 と な り ， 現在に至って い ま す 。

任期 は ， 平 成 8 年 5月1 1日から 2 年間

専門は ， 環境経済 学

大分県 出 身

（就任 の 抱負 ）

本学の 情報処理センター は ， 学内 共 同 利用施設 と し て

教 育 研 究 の 支援等 に 活躍 し て き た が， 今年 度 から永 年 の

課題であった 文 部省令に 定 め る 学 内 共 同 教 育 研 究 施 設

（省令施設）に認められ て ， こ の 度 「 総 合 情報処理セン

ター （Computing and Network· Services)J と し て再ス

ター ト す る こ と に な った。

企看板を上掲する小黒学長と米田セ ン タ一長

- 16 -
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こ の 間 ， インター ネッ ト ワ ー キング時 代 の到来 に象徴

さ れ る よ う に ， コンピュー ター は従来 の よ う に 一 部 の 研

究者たちの 計算機器 と し て の み な らず＼ 今や多くの 人 々

のコミュニケー ションの社会的ツー ル と し て ， 大学 を グ

ローパル な ネッ ト ワ ー ク に包み込んで い き ， 多くの学生・

研究者 ・ 職 員 そ し て 市民 の 手の届く と こ ろ に き た 。

こ の よ う な 情勢の 中 に あって 新設の 総 合情報処理セ

ンター は ， 附属図書館等 と も 密接 に 連携 し て ， 広く社会

に も 開 か れ た 情報サー ビスの提供 と 支援 を 一層進展 さ せ

て い く こ と が必要 と な ろ う 。

そ う し た 時 期 に ， 私が初 代 の 総合情報処理センタ一長

と し て ， その管理 と 運営 の 責任 を 預か る こ と に な り ， 永

年研究情報 の 交 流ツー ル と し て コンピュー ター を 駆使 し

て き た身 と は い う も の の 身 の引 き 締 ま る 思 い であ る 。

情報処理 と ネッ ト ワ ー ク に お い て ， 総合情報処理センター

に寄せられ る 様々 な 期待 と 要望 に 答 え る よ う ， 関 係 各 位

と 力 を 合 わ せ て 努め て 参 る 所存であ り ． よ ろ し く ご協力

の程お願い す る 次第 であ る 。

企看板を掲げる小黒学長と佳木セ ン ター長
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去 る 4月2 9日付 け で ， 平 成 8 年春の叙勲が発表 さ れ ， 本学 関係で は 次 の 方 が受 章 さ れ ま し た 。

名誉教授

名誉教授

名誉教授

小 林 貞 作 勲三等旭日中綬章

私の よ うな浅学非才の軽い身に は ， こ の た びの思いがけ な い叙勲は ， 実際の と こ ろ重荷 に 感じ

ま す。 こ れ ま で も っ と 研究 を みっち り やって お けば よ かった と 悔や ま れて な り ま せん。 ま こ と に

畏敬の念に耐え な い次第です。 それで今回 の栄誉は，在職中富 山大学 の多くの 大学 人 に よ る ご指

導 の賜物 と 存じ， こ こ に深甚な敬意 と 感謝の意 を 表 し ま す。

私 は ， 在職 中 「コーマの科学」 を研究の メ イ ン と し ま し た が． こ の研究は性格上二面 も って い ま

し た 。 一つ は自然環境を 相 手 と し た実験圃場 （ ゴマ畑 ） で の遺伝改良研究 と ， も う一つ は 研 究 室

で のゴマの顕微技術やパイテク を 駆使 し た研究で し た 。 特にゴマ畑は ， 学生実習 で鍬や鎌 を 初 め

て使う学生が多く， 時 に は叱られ な がら汗 を 流 し た思い 出 が残って い る の で は な い で しょう か 。

ま た ， メlj取 り 実習 の 際， 運搬や調製の た め事務の方々に協力 し て 頂いた 記憶がある 。 今 に し て想

えば， 迷惑を 掛け た こ と ばか り が走馬灯の よ うに蘇る 。

今後は ， 一層の精進を 重ね， 社会の一員 と し て微力 を 注ぎた い と 考え て お り ま す 。 こ こ に ， 過

去に賜った ご厚情に対 し ， 重ねて深くお礼申 し 上げ ま す 。

若 林 嘉一郎 勲三等旭日中綬章

＊受章 の栄に浴 し て＊

こ の度 ， 勲三等旭 日 中綬章の受章の栄に浴 し ま し た が， こ れは偏え に富山大学教職員 の 皆様の

お蔭である と 深く感謝致 し て お り ま す 。

な お ， 受 章 は真っ先に亡 き 両親に報告 し ま し た 。 富山市吏員 であった亡父は大政翼賛会富 山市

支部の事務長 を 兼務 し た理由に よ り ， 戦後公職 を 追放 さ れ ま し た 。 退職金 と 思給な し の追放 であ

り ， 老後の叙勲 に も 無縁で し た 。 受章の日， わ れ わ れ夫婦は粛然 と 両親の無念 を 偲 び ま し た 。

現在， 富山大学各学部 は博士課程又は修士課程に突入 し， 教職員 の 方々は 目 覚 ま し い ご活躍の

最中であ り ま す 。 叙勲呆け の老生 に は ， 貴学教職 員 の ご活躍は覚醒の警鐘 と なって お り ま す 。

老生 は 富山県環境衛生課ご委嘱の高圧ガス保安指導委員 長 と し て ， 工場の保安管理技 術 の 向 上

を 手伝って い ま すが， 受章時の厳粛な ，思い と 貴学からの ご警鐘 を心の糧 と し て． こ の仕事 に 残 り

の 人 生 の 全力 を 傾け る 所存であ り ま す。 ご指導 と ご鞭撞を お願い致 し ま す 。

加 藤 毒美子 勲三等瑞宝章

こ の た び， 平成 8 年の春の叙勲 に 際 し ， 図らず も 勲三等瑞宝章拝受の栄誉 に 浴 し ， 誠 に 身 に余

る 光栄 と 存じてお り ま す。 こ れ も 偏に 関係の皆様方 の永年 に わ た る 御指導， 御援助の賜 と 深く感

謝申 し上げ ま す。 お！舎 を も ち ま し て 5月 9日， 国立劇場 に お い て文部大臣 よ り 勲 記 と 勲章 の伝達

を うけ ， 引 き 続い て ， 若緑の美 し い皇居 に参内 し ， 天皇陛下に 拝謁， ねぎらい と 励 ま し の 御言葉

を 賜 り ， 誠に感激の極み で ござい ま し た 。

今後は ， こ の栄誉に恥じる こ と の な い様， 一層の精進を い た す所存で ござい ま す 。

終わ り に ， 富山大学の益々の御発展を 祈念い た し ま す 。
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新たに4氏が本学名誉教授

名誉教授の称号授与される

本年3月末をもって退職されました塚崎幹夫氏（元教育学部教授）， 松本賢一氏（元理学部教授）． 作道祭一氏， 西部

慶一氏（以上元工学部教授）の4氏に平成8年4月19日付けで名誉教授の称号を授与することが決まり， 去る5月10日

（金）に小黒学長から称号記が伝達されました。

以下に素材名誉教授を紹介します。

名 誉教授

塚 崎 幹 夫

京 都大学大学院文学研究科 修士課程修了

文学修士

同氏 は ， 昭和 30年 3 月 京都大学大学院文学研究科 修士

課程 を 修了後， 京都市公 立学校教諭， 呉羽自動車 工 業 株

式会社社 員 を 経て， 同43年 10月 富山大学教養部 講師に 採

用 さ れ ， 同 45年 1 1 月 富 山大 学教養部助 教 授 ， 同 5 1 年 1 0 月

富山大学教養部教授 に 昇任 さ れ ま し た。

名 誉教授

松 本 賢

名 古屋大学大学院理学研究科博士

課程修了

理 学博士

同氏 は ， 昭和 33年 3 月 名古屋大学大学院理学研 究 科 博

士課程 （ 物 理 学 専 攻 ） を 修了 し ， 同 年 4 月 名 古屋大 学 理

学 部 助 手， 同35年 4 月 京都大学基礎物理学研究所 助 手 ，

同 39年 7 月 金沢大学理学 部助 教 授 を 経て， 同 46年 4 月 富

山大学文理学 部教授 に 昇 任． 同 52年 5 月 富山大学文理学

部改組 によ り 富山大 学 理学部教授 に 配置換 に な り ， 平 成

8 年 3 月 31 日 限 り 停 年 に よ り 退職 さ れ ま し た。

こ の 間， 本学教官 と して着任以来25年 の永 き にわた り ，

物 理 学 （ 量 子 物 理 学 ） を 担 当 し ， 常 に 厳正な 教 育姿勢の

な か に も ， 終始懇篤 な 温情を も って学 生 の 教 育・ 指 導 に

当 た り ， 多数 の優秀 な 技術者， 教育者， 研 究者 を 育 成 さ

れ ま し た 。
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その後， 平 成 5 年 4 月 富 山大学教育学部教授 に 配置換．

同8 年 3 月31 日 限 り 停 年 に よ り 退職 され ま し た 。

この 間 ， 一貫 し てフ ラ ン ス文学 と フ ラ ン ス語 を 担 当 さ

れ熱心に 学生 の 教 育 ・ 指導 に 専念 さ れ る と と も に ， 研 究

面 で は ． フ ラ ン スの文学者であ り 思想家である ロ ジ ェ ・

カ イヨ ワ に 関 し て研 究 さ れ ， その著作 を 翻訳 し て 日 本 に

初 め て紹介 し た 功績 は 多大 であ り ま す。 ま た ， 日 本 と フ

ラ ン スの 教 育問題や婦人問題に 関 し ての考察 を 行 う な ど，

幅の 広い分野 で 活躍 さ れ ま し た。

その研究成 果 は ， 多数の著書 ・ 論文 と し て発 表 さ れ ま

し た が， 中 で も 「 星の王子 さ ま の世界」 ゃ 「 新訳 イソッ

プ寓話集J は独自の世界 を 展開 し て高 い 評価 を 受 け ま し

た 。

一 方 ， 学 内 で は ， 昭和 62年 4 月 か ら 平 成 3 年 3 月 ま で

の 3 期 4 年間 富山大 学 評議 員 ， 平 成 3 年 4 月 か ら 同 7 年

3 月 ま で の 2 期 4 年 間 富山大学理学 部 長 ， 同 3 年 6 月 8

日 か ら 同 7 年 6 月 7 日 ま で の 2 期 4 年 間 富山大学水素 同

位体機能研究セン タ ー 長 を 務め る な ど ， 本 学 の 管理・ 運

営 に 参画 し ， 本 学 の 発展に尽力 す る と と も に ， 理 学 部 及

び水素 同位体機能研究セ ン タ ー の 発展に多大 な る 貢献 を

さ れ ま し た。

研究面 で は ， 坂田模型 に 基づ く ハ ド ロ ン の 質 量 公 式 ，

ハ ド ロ ン の 4 元構成 子模型 と 構成 子混合 ， ハ ド ロ ン 反 応

の双対性 と ク オ ー ク 組換 え 図スケー リ ン グの破れへ の ク

オ ー ク の構造 効 果 ， サブ ク オ ー ク 模型， 漸近非自由テ ク

ニ カ ラ ー理論． ク オ ー ク の 質 量 行 列 な ど ， 素粒子 物 理 学

に 関 す る 多 く の独創 的 な 業績 を 挙 げ ら れ 高 い 評価 を 得 ら

オし ま し た 。

ま た ， 京都大学基礎物 理学研 究所運営委員 ， 同 研 究 部

員 ， 東京大学字 宙線研究所 附属神岡宇宙素粒子 研究 施 設

運営委員 ， 日 本物理学 会北陸支部 長 ， 素粒子 物 理 学 1 986

富山国 際 会議組 織委員 会コチ ェ ア マ ン ・同実行委員 長 を

務め る な ど ， 学 会 の 発展 に 貢献 さ れ ま し た 。
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富山大学工学部工業 化学科卒業

理学博士

同氏 は ， 昭 和 28年 3 月 富 山 大学工学部工業 化学科 を 卒

業 後 ， 同年 4 月 不 二 越 鉱 業 株式会社 に 入社 し ， そ の 後 ，

陸上自衛隊 ， コ ロ イ ド 化 学株 式会社， 東 京 防 鋳 化 工 研 究

所 ， 東化工株式会社 の 勤務 を 経 て ， 阿 部 年 1 1 月 富 山 大 学

工学部教務員 に 採用 さ れ ， 阿 部年 4 月 富 山大学工 学 部 助

手， 同39年 4 月 富山大学工学部講師， 同46年 1 月 富 山大

学工学 部 助 教授 と な り ， 同 52 年 4 月 富山大学工学部 教 授

に 昇 任 さ れ ， 平 成 8 年 3 月 31日限 り 停 年 に よ り 退 職 さ れ

ま し た 。

こ の 間 ， 本学 に お い て 35 年 有 余 の永き に わ た り 教 育 ・

研究 に 精励 さ れ ， 今日 ま で に 数多く の 有 為 な 工 学技 術 者

や 教 育者， 研究者 を 輩 出 さ れ ま し た 。 こ れらの卒業生 は ，

産 業 界等 の 第 一 線 で 活躍 し て お り ， そ の 貢献 に は 極 め て

大きい も の があ り ま す 。

研 究 面 で は ， 「 ハ ロ ゲ ン 化 金 属 の 脱 離 反 応 に お け る 触

媒 作 用 j ， 「有機硫 黄 化 合 物 の 熱分解 反 応 」 等 に つ い て ，

平 衡 論及び速 度 論 的 解析 を 主体 と し た 基 礎 的 研 究 を 行 い

ま し た 。 触 媒作用 に つ い て は 臭 化金属 と ア ルコ ー ル 類

の 反 応 を 通じ た 等速関係及び速度論的 同位体効果等 に よ っ

名 誉教授

西 部 慶

富山大学工学部工業 化学科 卒業

工 学博士

同氏 は ， 昭和 2 8年 3 月 富山大学工学部工業化学科 を 卒

業 後 ， 同年 4 月 富 山大学工学部 実験実習 指導 員 に 採用 さ

れ ， そ の 後 ， 同31年 12 月 富 山大学工学部助 手 ， 同39年 4

月 富山大学工 学部講師， 同45年 1 月 富山大学工学部 助 教

授 を 経 て ， 同63年 9 月 富山大学工 学部教授 に 昇任 さ れ ，

平 成 8 年 3 月 31日限 り 停 年 に よ り 退職 さ れ ま し た 。 ま た ，

昭 和 63年 4 月 に は ， 「 ガ ラ ス繊 維 で 補 強 し た 電 解 用 二 酸

化 鉛 陽 極の 開 発 と その特性」 の 研究論文に よ り ， 東 京 工

業 大 学から工学博士の 学位 を 取得 さ れ ま し た 。

こ の 間 ， 43年 の永きに わ た り ． 本学工学部 の 工 業 化 学
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て ， その 離脱機構を 決定す る と と も に 臭 化 金 属の 触 媒 活

性 強 度 を 触媒 中 心 元 素 の イオ ン 半径及び標準単 極電 位 で

規定できる こ と を 見 出 さ れ ま し た 。 更 に ， 反応系 に 金 属

等 の 他物 質 を i震加 し た 際 の 触 媒 活 性 に 及ぼす 効 果等 を 調

べ， そ の 作用機構 を 解 明 さ れ ま し た 。 ま た ， 有 機 硫 黄 化

合 物 の 反応 性 に 関 し て は 主 と し て α 一 位 炭 素 原 子 に 水

素 原 子 を 保有 す る 三 配位 の 有 機硫黄化合物 の 脱離 反 応 を

物理有機化学的 に 検討 さ れ， 脱離機構が 5 員 環 の 遷 移 状

態、 を 通って進む分子 内 反 応 で あ り ， その 過程 に お い て 生

成 す る 不 安定 な 反 応 中 間 体 の構造及びその 挙動 を 明 ら か

に さ れ ま し た 。 こ れ ら の 研 究 活動 を 通 じ て 得 た 成 果 を ，

研究論文 と し て 68編 に ま と め て 学会誌等 に 発 表 し ， 学 界

等 から高い 評価 を 得 て お り ま す 。

学内 に お い て は ， 昭 和 52 年 7 月 から昭和 54年 7 月 ま で

附属図書館工学部分館長 を 務 められ ， ま た ， 昭和 60年 6

月 から平 成 3 年 4 月 ま で 評議 員 ， 昭 和 62 年 4 月 から平 成

3 年 4 月 ま で 工学部 長 と し て 大学の管理運営 に 参画 し ，

工学部 の 学科改組 ， 3 年次編 入 学生 の 受 入 れ ， 大 学院博

士後期 課程の 創 設等 に 直接関 与 し ， 大学の 充 実 ・ 発展 に

多大 な 貢献 を さ れ ま し た 。

一 方 ， 学外 に お い て は ． 昭和 61 年 度日本化学会代 議 員

を 務め る な ど ， 学会の 発展に 寄与 さ れ ま し た 。 ま た ， 地

域社会に お い て は ， 鮒）富山技術 開 発財 団副理事 長 ， 側）北

陸経済研究所理事 ， （財）北陸 産 業 活性化セ ン ター 評議 員 及

び高岡 商 工会議所参与 等 の 要 職 を 歴任 さ れ ， 地域 産 業 等

の 発展に 寄 与 さ れ ま し た 。

科無機工 業 化学講座 ， 平 成 2 年 4 月 の 学科改組 後の 物 質

工学科 物 質 化学工学講座 の 担 当 教官 と し て ， 常 に 温 厚 篤

実 な 態 度 で 学生 の 教 育 ・ 指導 に 当 たられ ま し た 。 同 氏 の

薫 陶 を 受 け て 社会 に 巣立った 多く の 卒 業 生 は ， そ れ ぞ れ

教 育者． 研 究者又は 技術者等 と し て 各分野 で 活躍 し て い

る こ と が， 同 氏 の 卓 越 し た 教 育者である こ と を 如 実 に 物

語って お り ま す 。

研 究面 で は ， 高度経 済 成 長 期 に 的 を 得 た 建 材 部門 の ア

ル マ イ ト の 着色 や 二 酸 化 鉛不 溶性陽極 を 用 い た 排 水処理

対 策 に いち早く着 目 し て 研究 を 行 い ， こ れらの研 究 成 果

は 数多くの研究論文等 と し て 発表 さ れ ， 学 界 や地域 産 業

の 発展に 大きく 寄 与 さ れ ま し た 。

学内 に お い て は ， 教務委員会委員 及び工学部 教務委員

長 ， 工 学部図書委員 長 ， 工学部紀要委員 長 ， 工 学部運営

委員 会委員 等 を 歴任 し ， 更 に 平 成 5 年 10月 から平 成 6 年

3 月 ま で 物 質 工 学科 長 を 務め ら れ て ， 大学・ 学部 の 発 展

に 貢献 さ れ ま し た 。
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一方 ， 学 外 に お い て は ． 電気化学協会評 議 員 ， 同理事，

同北陸 支 部 幹事 ， 同北陸支部長等 を 歴任 し ， 平 成 6 年 に

幸日

は 電気化学協会北陸 支部功 労 賞 を 授 与 さ れ る な ど ， 学 会

の 発展 と 学術振興 に 献身 さ れ ま し た 。

品ム.＜，
寸ー平成8年6月発行

平 成 8 年 度

富 山 大 学 永 年 勤 続 者 の 表 彰

20年勤続26名

( 20年勤 続表彰 ）

事 務

- 35年勤続12名 ，

平 成 8 年 度 富山大学永 年 勤 続者表彰式が去 る 5月3 1日

（ 金 ） 午後 3 時30分か ら 事務 局 大 会 議 室 に お い て 行 わ れ 己

郎

喬

太良

茂
キ日

雅

敬

輝中

1k 

中

J I !  
j青

木

海老原

向

北

田

田

文部事務官
，診

。

’シ

，， 

局

学 生 部

人 文 学 部

，， 

，， 

，， 

ま し た 。

表 彰式 に は ， 各 部 局 長 は じめ 関 係部課長 等 が列 席 し ，

35年 勤続者及び20年勤続者一人一人 に 小黒学 長 か ら 表 彰

状 と 記念 品 が贈 ら れ ， 引 き 続 き ， 小 黒 学 長 か ら 祝 辞 が あ

り ま し た 。 こ れ に 対 し て 被 表彰者 を 代 表 し て ， 教 育 学 部

邦

三

光

夫

直

孝

修

利

下

本

西

井

山

安

酒

栗

文 部 教官

文部事務官

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

i龍 i事 教授 か ら 謝辞が述べ ら れ ま し た 。

閉 式後 ， 事務 局 中 会議室 に お い て ， 永年勤続者 を 囲 み

祝 賀 会 が 開 催 さ れ ， 小 i幸人文学部 長 の 乾杯 か ら 始 ま り ，

永 年 の 労 を ねぎ ら わ れ る と と も に 和 や か な 雰 囲 気 の な か

で 終了 し ま し た 。
ヱ74nt

 
子

志

幹

泰
佳
隆

原

嶋
山

JI I 早

島

寺
、

水

東

竹

榊

米

藤

原

横
藤

文 部 教官
，， 

，， 

，， 

教 育 学 部

，， 

，， 

，， 

な お ， 表 彰 さ れ た 方々 は ， 次 の と お り で す 。

( 35年 勤 続 表 彰 ）

人 文 学 部 文部事務官

教 育 学 部 文 部 教官

寛水清

手 子公田，， ，， 短目日Eヨ塚

誠脇文部事務官，， 弘

利 枝 子

I事清E，， ，， 

員lj義田，， ，， ／、’口一本長，， ，， 

信

夫

夫

孝
士口

雄

栄

策

孝

明山文 部 技官今格I春賀刈文部事務官，， 

日住林，， ，， 美 智 子野平，， ，， 

英原文 部 教官経 済 学 部甲新

杉

能登谷

井

本

文 部 教官部λ以，
寸ー工

俊，， ，， 規益，， ，， 

井

田池

文部事務官

文 部 教官

文 部 教官

部

部

’， 

学理

公

夫害

幸

向島
I宰

五
士口
｛
目

，， 

,,_,. 寸ー

，， 

工

尚

雄

雄

名

志

2

輿

康

l

久

下宮

角

滋

。

，， 

，， 

，， 

井

野

文部事務官

，， 

附属図 書館
，， 

2 6 名

尾

以 上

文部事務官，， 以 上

平成 8 年 5 月 31 日
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一 工学部， 富 山 県 内工業系高等学校長 と の 懇談 会 を 開 催 ー

去 る 5 月 16 日 （ 木 ） 午前 10時 か ら ， 工 学 部 会 議 室 に お

い て ， 県 内 工 業 系 高 等学校 長 と の 懇 談 会 を 開 催 し ま し た 。

こ れ は ， 専 門 高 校 卒 業 生 の 新選抜 方 法 の 実 施 を 平 成 9

年 度 に ひ か え ， こ の 制 度 に 対 す る 理 解 を 深 め て も ら お う

と 計画 さ れ た も の で ， 平 成 6 年 度 に 続 き 2 回 目 の 試 み と

な り ， 当 日 は 高 校 側l か ら 12校2 1 名 の 校 長 並 び に 進 路 指

導 担 当 教 諭 の 参 加 を 得 ま し た 。

大学側 か ら は ， 同 選抜 方 法 の 概要 及 び特 別 選抜 （ 推 薦

入 学 ） の 入 学状況 や 専 門 高 校 卒業 生 に 実 施 し て い る 補 習

授業 の 内 容等 に つ い て 説 明 し て ， 高 校 側 の 理解 を 求 め る

と と も に ， 高 校側 か ら は ， 推 薦 入 学 の 定 員 枠拡 大 の 要 望

が だ さ れ る な ど， 活 発 な 意 見交換が行 わ れ ， 相 互 理 解 を

深 め る こ と がで き 大 変 有 意 義 な 懇 談会 と な り ま し た 。
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官
回 山

平 成 8

大 学

年 度

公 開 講 座

平 成 8 年 度 富 山 大 学公 開 講座 と し て 次 の 9 講座が実 施 さ れ ま す 。

議 座 名 開 設 日 時 定員 講習料 申 込 期 間 受講対象者 実 施 場 所

現代に お け る 宗教の役割 8 月 31 日 ～ 10月 19 日
ー メ ン タ jレ ・ ク ラ イ シ ス ・ 土曜 日 7 回 50名 5,700円 8 月 1 日 ～ 8 月 23 日 市 民 一 般 富 山 大 学 黒 田 講 堂

マ ネ ジ メ ン ト ー 14時～ 16時

6 月 15 日 ～ 7 月 13 日

女 性 学 男 性 学 毎週土曜 日 5 回 50名 5,700円 5 月 29 日 ～ 6 月 10 日 市 民 一 般 富 山 大 学 黒 田 講 堂

13時30分～ 16時30分

6 月 15 日 ～ 7 月 13 日 富 山 大 学 人 文

’L、 。〉 5昔 相 毎週土曜 日 5 回 30名 5,700円 5 月 29 日 ～ 6 月 7 日 市 民 一 般 社 会 系 共 通 教 育 棟

14時～ 17時 2 0 1 番 教 室

健康 ・ ス ポ ー ツ 教室 8 月 19 日 ～ 9 月 7 日
空港 ス ポ ー ツ 緑 地 陸

「 ジ ョ ギ ン グ ・ . 18時 ～20時 8 回 20名 6,700円 8 月 5 B ～ 8 月 12 日 市 民 一 般
ラ ン ニ ン グ コ ー ス 」 16時 ～20時 1 回

上競技場他

健康 ・ ス ポ ー ツ 教室 7 月 27 日 ～ 7 月 31 日 富 山 大 学 軟 式

「硬式テ ニ ス （ 初心者） 5 回 20名 5,700円 7 月 5 日 ～ 7 月 12 日 市 民 一 般 テ ニ ス コ ー ト

コ ー ス」 18時～21時 及 び 第 1 体 育 館

健康 ・ ス ポ ー ツ 教室 12月 22 日 ～ 12月 26 日

「硬式テ ニ ス （ 初級者） 5 回 20名 5,700円 12月 5 日 ～ 12月 13 日 市 民 一 般 富 山 大 学 第 1 体育 館

コ ー ス」 18時～21時

7 月 23 日 ～ 8 月 6 日

日 本企業の海外事業展開 5 回 30名 4,700円 6 月 3 日 ～ 7 月 18 日 市 民 一 般 富 山 大 学 黒 田 講 堂

18時30分～20時30分

8 月 10 日 ～ 10月 26 日 現 職 教 員 富 山 大 学 理 学 部

数 学 と コ ン ピ ュ ー タ 土曜 日 6 回 30名 4,700円 7 月 22 日 ～ 7 月 31 日 及 び 2 号館 1 1 番教 室 ，

14時～ 15時30分 市 民 一 般 コ ン ピ ュ ー タ 実習 室

7 月 31 日 ＇ 8 月 1 日 富 山 大 学 工 学 部 ，

「超 ・ 緩 み 」 の 世 界 2 回 20名 無 料 6 月 17 日 ～ 6 月 28日 中 学 生 理 学 部 自 然 系

10時～ 15時 共 通 教 育 棟

（ 注 ） 詳細 は 各 講 座 の 実 施要項 を ご覧 く だ さ い 。

各講座 の 問 合せ先 一

富 山大学庶務部企画室 干 9 3 0 

T E L 
富山市五福 3 1 9 0 番地

( 0 7 6 4 ) 4 5 - 6 0 2 8  
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����� 
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

第 6 回疲労国際会 議 に 出席，
8 .  5 .  3 

外 国 出 張 工 学 部 教 授 塩津 和 章 ド イ ツ
研究発表 8 .  5 .  1 2  

企業関 連 法 制 度 が企業経営 8 .  5 .  1 2  
経 済学部 教 授 滝 川 敏 明 ア メ リ カ 合 衆 国 に与 え る 影響 に つ い て の 総

合的研究 に 関 す る 調査研究 8 .  5 .  23  

第 3 回 「 プ ラ ズ マ 対 向 材料
に お け る ト リ チ ウ ム 効果 」

水 素 同 位 イ タ ア に 関 す る 国 際 ワ ー ク シ ヨ ツ 8 .  5 .  1 2  
体機能研 助教授 車 田 7土E・ プ及 び第 1 2 回 「 制 御 核 融 合

実験装置における プラ ズマー発センター フ フ ン ス 材料表面 相 互作 用 J に 関 す
8 .  5 .  2 5  

る 国際会議 に 出 席 ， 研究発
表

第 5 回低温域 に お け る 熱工
学 ・ 科学 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 8 .  5 .  1 9  

工 学 部 教 授 竹越 栄俊 カ ナ ダ に 出 席 ， 研究発表， 水 の 相
変化 と 畜 熱技術 に 関 す る 研 8 .  5 .  3 1  
究打合せ及 び資料収集

第 5 回低温域 に お け る 熱工
学 ・ 科学 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 8 .  5 .  1 9  

,, 助教授 平 i峯 良男 イシ に 出 席 ， 研究発表， 低温エ
ネ ル ギ一 利 用 に 関 す る 研 究 8 .  5 .  2 6  
打合せ， 資料収集

弾道電子放 出 顕微鏡 （ BEE 8 .  5 .  2 2  
，， 助教授 丹保 豊 和 ア メ リ カ 合 衆 国 M ） 法 に よ る 金属 半導 体 界

面 の研究 9 .  3 .  2 2  

中 日 粉体 工学 シ ン ポ ジ ウ ム 8 .  5 .  2 3  
，， 教 授 山口 f三口圭＝口と 中 華 人 民 共 和 国

、 に 出 席 ， 研究発表， 粉 体 の
吸着 と 乾燥 に 関 す る 研 究打
合せ， 資料収集

8 .  5 .  2 7  

第 6 回 疲労 に 関 す る 国 際 会 8 .  5 .  4 
海外研修 工 学 部 助教授 石 原 外 美 ド イ ツ 議 「Fatigue ’96」 の事前打

合せ， 研究発表並 び に 研 究 8 .  5 .  1 2  告日↓1 壬fj'b.聞

量子力学 及 び初 期 字 宙 に お
連 A口、 王 国 け る 物質 場 の ふ る ま い に 関 8 .  5 .  1 8  

理 学 部 助教授 浜本 伸 治 す る 研究交流， 一 般 相 対 性
ル ー マ ニ ア と 重力 に 関 す る 第 6 回 会 議 8 .  6 .  4 

に 出席 ， 研究発表

研究集会 「 代 数 群 作 用 J に
8 .  5 .  2 4  

教育学部 教 授 浅沼 照 雄 ポ ー ラ ン ド
出席， 研究発表 8 .  6 .  1 0 
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昌司）��
〈新任者住所〉

部 局 名 官 職 氏 名

工 学 部 ｜ 文 部 技 官 ｜ 林 誠

〈住 所 変 更〉
部 局 名

r呂A、．
職 氏 名

事務補佐員

経 理 部 （ 経 理 課 ） 藤 田 淳 子
用 度 係

教 授

教 育 学 部 （ 生理学 及 び ） 北 村 潔 和
衛 生 学

ミ）［！）��
本

5 月 1 日
2 日

7 日
8 日

9 日

9 日 ～ 1 0 日

10 日

1 1 日

13 日

13日 ～ 14 日

部 ｜

第 9 回 カ リ キ ュ ラ ム 等 見 直 し 検討 小 委 員 会

第 1 回 自 己点検評価 委 員 会研究活動等専 門 委

員 会

第 1 回 自 己点検評価委員 会管理運営専 門 委 員

品:i;;;、

国 際 交流 委 員 会 留 学生 部 会

平 成 8 年 度 名 古屋工事事務所管 内 国 立学校等

施 設 担 当 部 課 長 会 議 （ 名 古屋工事事務所 ）

第 1 回 教養 教 育 委 員 会 実 施専 門 委 員 会

中 部 地 区学 生厚 生 補 導研 究会 第 40 回 総 会

（ 石 川 厚生 年 金会館 ）

学 内 共通経 費 ヒ ア リ ン グ

名 誉 教授称号記授与式

国 際 交 流 委 員 会 学 術 交 流 部会

第 48 回 北 陸 地 区 国 立大学体育連盟運営協議会

（ 富 山 医科 薬科大学 ）

構 内 交 通 安 全 一 斉 指 導 及 び無許可車 両 等 一 斉

取締 り

人 事 関 係事 項 説 明 聴取

- 24 -

1 4 日 教養教育 自 然科 学 系 部会

14 日 ～ 17 日 北 陵 地 区 国 立学校等初 任 者研 修

（ 金沢大学， 辰 口 共 同 研 修 セ ン タ ー ）

16 日 国 立大学事務局 長会 議 （ オ リ セ ン ）

富 山 県 大 学 長 懇 話 会 （ 富 山 医 科 薬 科 大 学 ）

16 日 ～ 17 日 全 国 国 立 大学 教 養 教 育 実 施組織代 表 者 会 議 及

び事務協議会 （ 京 都 ）

22 日 文 部 省 共 済 組 合 主 管 課 長 会 議

（ フ ロ ラ シ オ ン 青 山 東 京 ）

国 際 交 流委 員 会 留 学生 部会

23 日 富 山 地 区 国 立学校等 人 事 担 当 課 長 会 議

（ 富 山 商 船 高等 専 門 学校 ）

全 国 保健管理協 会 東 海 ・ 北 陸 地 方 部 会 幹事 会

（ 金沢大学 ）

23 日 ～ 24 日 国 立 大学等経理 部課長会議 （ 東 京 医 科 歯 科 大

学 ）

27 日 北 陵 地 区 国 立大 学 人 事担 当 課長 会 議 （ 福 井 大

学 ）

29 日 第 4 1 回 大学 祭 前 夜 祭

30 日 平 成 8 年 度 大学 入学者選抜 ・ 教務 関 係 事 項

連絡協議会 （ 神 戸 ）
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30 日 ～31 日 平 成 8 年 度 国 立大 学 等 施 設担 当 部 課 長 会 議

（ 東 京 医科歯科大学 ）

第 78 回 東 海 ・ 北 陸 地 区 国 立 大学学 生 部 課 長 会

議

（ 石 J l l ハ イ テ ク 交流 セ ン タ ー ）

羽目、 何 日 第 4 1 回 大学 祭

31 日 富 山 大学永 年 勤 続者表彰

人 文 学 部 ｜
5 月 7 日 学 部 図 書委 員 会

8 日 教授会

大 学 院 人文科学研究科 委 員 会

独 立 大学院研究科 （博士課程 ） 設 置検 討 委 員

Z』:z;;三

学 部 予 算 委 員 会

15 日 独 立 大 学 院 （ 人 文 ・ 経 済 合 同 ） 委 員 会

17 日 学 部 将 来 計画 委 員 会

20 日 独 立 大学院研究科 （ 博 士 課程 ） 設 置 検 討 委 員

ム一品

22 日 学 部 入 学 者 選抜方法検討委 員 会 （ 持 ち 回 り ）

23 日 ～ 24 日 第44 回 国 立 17大学 人 文系 学 部 長 会 議

（ 徳 島 大学 ）

24 日 学 部 就 職 指 導 委 員 会

29 日 学 部情報処理 委 員 会

「 人 文 学 部 の し お り J 編 集 委 員 会

30 日 学 部 紀 要 委 員 会

学 部 教 務委 員 会

31 日 特 別 昇給委 員 会

学 部 国 際 交 流 委 員 会

教 育 学 部 ｜
5 月 1 日 学 部学生 生 活 委 員 会

7 日 学 部 改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

附 属 学校 運営 委 員 会

教 育 学 部 附 属 学校 に お け る 初 任 者研 修 実 施 協

議 会

学 部 入学試験委員 会

8 日 学 部 教 務 委 員 会

教授会

人事教授会

15 日 予 算 委 員 会

人 事教授会

報 第377号

17 日 学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

20 日 紀 要 編 集 委 員 会

就 職 指 導 委 員 会

21日 ～22 日 附 属 小 学校教育研究発表会

22 日 拡 大 将 来 計画 委 員 会

23 日 ～24 日 春季全 国 国 立大 学 教 育 学 部 長 会 議 （ 山形大学 ）

24 日 学部改 組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

27 日 学 部 学 生 生 活委 員 会

27 日 ～28 日 日 本教 育 大学協会北 陸 地 区会評議 員 会

（ 上越 教 育 大学 ）

28 日 第40回 附 属 学 園 合 同 運 動 会

3 1 日 学部改組 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

期 末手 当 ・ 勤 勉 手 当 加 算 者 選考 委 員 会

経 済 学 部 ｜
5 月 7 日 学 部 入 学 方法検討委員 会

学 部教 務 委 員 会

大 学 院 経 済学研究科委 員 会 小 委 員 会

8 日 学 部 図 書 委 員 会

大 学 院 経 済学研究科委 員 会

教授会

9 日 日 本海経済研究所 運営 委 員 会

15 日 独 立 大 学 院博士課程設置 に 伴 う 合 同 打 合 せ 会

博 士 課 程 設 置検討 委 員 会

16 日 広 報 委 員 会

日 本海経済研究所運営委員 会

21 日 学 部 教務 委 員 会

22 日 大学院経済学研究科 委 員 会 小 委 員 会

人事教授会

大学院経済学研究科 委 員 会

教授会

24 日 日 本海経済研究所 運 営 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）

29 日 経 済 学 部長候繍者選挙選挙管理 委 員 会

30 日 日 本 海経済研究所運 営 委 員 会

理 学 部 ｜
5 月 1 日 学 科 長 会 議

8 日 学 部 図 書 委 員 会

教授会

人事教授会

学 部教 務 委 員 会

13 日 学 部 案 内 編 纂 委 員 会

- 25 -
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1 4 日 学 部 教 務 委 員 会

15 日 教授会

21 日 学 部 学 生 生 活 委 員 会

22 日 学 部 就 職 指 導 委 員 会

学 部 図 書 委 員 会
24 日 学 部 案 内 編 纂 委 員 会

29 日 学部教 務 委 員 会

第 13回 国 立 1 4大学理学部事務長会議

（ 弘 前 大学 ）

み見寸一

30 日 ～ 31 日 平 成 8 年 度 国 立 14大学理学部 長 会 議 （ 弘 前 大

学 ）

工 学 部

5 月 13 日 工 学 部案 内 編 集 委 員 会

14 日 教 員 任 用 候 補 者 選 考 内 規検討委員 会

博 士 後 期 課 程 主 任 会 議

全 学 委 員 会 委 員 選 出 方 法検討委 員 会

仕 様 策 定 委 員 会 （ 情 報 教 育 用 電子計算機 シ ス

テ ム ）

15 日 教授会

研究科 委 員 会

専 任 教授会

博 士 後 期 課程 委 員 会

16 日 県 内 工業系 高 校 長 及 び進路指導 担 当 教諭 と の

懇 談 会

学 部 就 職指 導 委 員 会

20 日 教 員 任 用 候 補 者 選 考 内 規検 討委 員 会

22 日 工 学 教 育協 会 富 山 県 支 部幹事会

学 部 入 学 試験検討 委 員 会

28 日 工 学 部 職 員 ス ポ ー ツ 同 好会総会

30 日 全学 委 員 会 委 員 選 出 方 法 検 討 委 員 会

30 日 ～ 31 日 第 46回 国 立 大 学 工 学 部 長 会 議 ・ 総会

（ シ ー ホ ー ク ホ テ ル ＆ リ ゾ ー ト 福 岡 ）

31 日 工 学 部 案 内 編 集 委 員 会

附 属 図 書 館 ｜
5 月 21 日 平 成 8 年 度 第 1 四 年 史 編 纂 構 成 ・ 項 目 等 検 討

小 委 員 会

23 日 平 成 8 年 度 第 1 回 附 属 図 書 館 機 能 強 化検 討 小

委 員 会

28 日 平 成 8 年 度 国 立 大 学 附 属 図 書館事務部課 長 会

議 （ 東 京 医 科 歯科大学 ）

- 26 -
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29 日 大 学 図 書 館 に 関 す る ヒ ア リ ン グ （ 文 部省 ）

30 日 平 成 8 年 度 附属 図 書館 外 国 雑 誌購 入 に か か る

検討委 員 会

地域共 同研 究 セ ン タ ー

5 月 23 日 第 l 回 大学 院生 教 育 講 座

保 健 管 理 セ ン タ ー

5 月 8 日 在学生健康診断

9 日 X 線間接撮 影

1 0 日 X 線 開接撮影

13 日 X 線間接娠 影

1 4 日 X 線間接撮 影

1 5 日 在学生健康診断

16 日 X 線 開接撮 影

17 日 X 線間接撮 影

21 日 大 学 院 生 健 康 診 断

22 日 在学 生 健 康 診 断

24 日 大 学 院 生 健 康 診 断
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